
 

2020年 9月作成 

シリーズ 「職場での新型コロナウイルス感染症対策」 

 （その３） 食堂  

 

●食堂は感染リスクが高い。 

食事をするときは当然マスクを外しますので、飛沫感染が起こりやすくなります。 

 

●具体的な対策は… 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一度に食堂を利用する人数を減らして 

食事をする人同士の間隔をあけましょう。 

椅子の数を間引いたり、 

昼休みに幅を持たせたりするとよいでしょう。 

 

全員が食堂の同じ壁の方向を向くなど、 

対面に座らないような配置にしましょう。 

アクリル板などで 

席を仕切るのも 

効果的です。 

食堂のドアや窓を 

常に開け放しましょう。 

テーブル、椅子、食券のボタン、 

ドリンクサーバーのボタン、 

自販機のボタンなどは 

定期的に消毒・拭き掃除しましょう。 

卓上の共用の調味料を 

置くのはやめましょう。 

食堂を利用する前後は、 

手洗いか手指消毒を 

行いましょう。 

 

 

 

 

 

食事中は 

会話をしないように 

しましょう。 

 

食堂に並んでいる列で 

密にならないようにしましょう。 

現金ではなく 

電子マネーを使って 

接触の機会を減らしましょう。 


